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戸田、、

昭
和
六
十
二
年
度
の

新
規
事
業
に
つ
い
て

所
長

武
iテャ，

a 
尾

韮口

蔵
体側の石側に眼のついだヒラメガ人工種苗のうち

数千個体に 個体ぐらいの割で出現します。

電主

/石カレイの左ヒラメ/

これヒラメ? 戸「

戸園、

当
所
の
新
年
度
試
験

・
研
究
予
算
は
、

年
々
厳
し
さ
を
増
し
、
特
に
六
二
年
度
に

お
い
て
は
、
ひ
っ
迫
し
た
県
の
尉
政
環
境
下

で
、
前
年
対
比

一
O
%
カ
ッ
ト
の
範
囲
内

の
予
算
編
成
方
針
が
打
出
さ
れ
た
と
乙
ろ

で
あ
る
が、

幸
い
水
産
部
内
の
配
慮
に
よ

り
、
新
規
ご
事
業
を
含
め
、
一
・
八
%
ア
ッ

プ
で
認
め
ら
れ
た
乙
と
は
大
変
喜
ば
し
い

と
こ
ろ
で
あ
る。

新
年
度
事
業
全
般
に
つ
い
て
、
別
途
次

号
に
よ
り
、
各
部
毎
に
紹
介
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
の
で
、
以
下
新
規
事
業
取

組
み
の
背
景
を
若
干
説
明
し
た
い
。

一
、
ホ

ッ
キ
ガ
イ
種
苗
生
産
試
験

(九

一
O
千
円
)

ホ
ッ
キ
ガ
イ
は
、

太
平
洋
県
南
海
威
に

お
け
る
特
産
種
で
あ
り
、
沿
岸
漁
業
者
の

貴
重
な
資
源
で
あ
る
が
、
近
年
百
ト
ン

t

二
百
ト
ン
前
後
の
漁
獲
推
移
で
年
変
動
が

大
き
い
。
こ
の
よ
う
な
乙
と
か
ら
資
源
確

保
の
た
め
、
稚
貝
の
移
殖
放
流
に
、
県
南

五
単
協
が
共
同
事
業
と
し
て
積
極
的
に
取

組
ん
で
い
る。

し
か
し
、

乙
の
放
流
用
稚
貝
の
確
保
は
、

他
県
か
ら
の
入
手
が
難
し
く
、
八
戸
工
業

港
内
の
天
然
発
生
稚
貝
に
依
存
し
て
き
た

が
、
こ
の
発
生
場
所
が
八
戸
港
湾
整
備
計

画
に
よ
り
消
滅
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る。

幸
い
当
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
六
一

年
度
に

ホ
ッ
キ
ガ
イ
人
工
採
苗
の
予
備
試
験
に
お

い
て
、
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
か
ら
二
五
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
サ
イ
ズ
の
稚
貝
を
少
量
な
が
ら

生
産
す
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
を
踏
え
、

人
工
種
苗
生
産
に
よ
る
資
源
添
加
を
目
指

し
、
新
年
度
か
ら
五
カ
年
計
画
で
、
本
格

的
な
種
苗
生
産
試
験
を
実
施
す
る
こ
と
と

し
た
も
の
で
あ
る
。

側コ ーセイ印刷

陸
奥
湾
漁

( 場
二 保

si 
白雲
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陸
奥
湾
は
、
優
れ
た
養
殖
漁
場
で
あ
り
、

県
内
漁
業
の
羨
望
の
的
と
な
っ
て
い
る。

反
面
半
閉
鎖
的
な
内
湾
で
あ
る
と
と
並
び

に
無
秩
序
な
養
殖
利
用
は
、
漁
場
環
境
の

悪
他
が
懸
念式」
れ
る
と
乙
ろ
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
将
来
に
一旦
っ

て
、
安
定
漁
場

と
し
て
維
持

・
保
全
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
た
め
常
に
漁
場
環
境
の
実

態
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
り
、
田
和
五
四

年
以
降
四
年
毎
に
、
陸
奥
湾
の
水
質

(二

O
地
点
)
、
底
質
(
四
二
地
点
)
、
底
生

生
物

(四
二
地
点
)
等
多
面
的
な
調
査
を

実
施
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

今
回
は
、
さ
ら
に
泥
の
堆
積
速
度
を
も

把
握
す
る
乙
と
と
し
、
よ
り
き
め
細
か
に

陸
奥
湾
の
環
境
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
と

し
て
い
る。
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陸
奥
湾
に
お
け
る
サ
ケ
海
中
飼
育

放
流
大
規
模
実
験
を
終
え
て

靖
d
j

吻

4

3

出~民~民~民~~出~民;;þ出~民主b民~~民~回~2

当
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、
昭
和
五
四

年
度
よ
り
五
六
年
度
に
か
け
て
、
国
庫
補

助
事
業
別
枠
研
究
の

一
環
と
し
て
陸
奥
湾

に
お
け
る
サ
ケ
海
中
飼
育
放
流
大
規
模
実

験
を
行
い
ま
し
た
。
六
一
年
度
で
放
流
実

験
魚
の
回
帰
デ
l
タ
も
出
そ
ろ
い
、
こ
れ

ま
で
の
成
果
を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、

そ
の
結
果
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

実
験
終
了
後
も
海
中
飼
育
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
、

一
体
海
中
飼
育
と
は
何
な
の

か
と
い
う
乙
と
か
ら
述
べ
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

海
中
飼
育
と
は
?

海
中
飼
育
放
流
筏
術
と
は
、
ふ
他
場
か

ら
直
接
河
川
に
稚
魚
を
放
流
せ
ず
に
、
海

水
馴
致
能
力
を
備
え
る
よ
う
に
な
っ
た
0
・

六

g
以
上
の
稚
魚
を
、
治
面
に
設
置
し
た

網
生
貨
に
収
容
し
た
の
ち
、
沿
岸
水
温
が

徐
々
に
上
っ
て
網
生
貨
で
の
飼
育
限
界
で

あ
る

一
一二
℃
に
達
す
る
ま
で
に
で
き
る
だ

け
大
き
く
育
て
て
放
流
す
る
技
術
で
す
。

で
は
、
な
ぜ
乙
の
よ
う
な
技
術
が
考
え
ら

れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

青森県水産増殖センターだより第39号

魚
類
部
技
師

中

健

田

て

ふ
他
場
か
ら
直
接
ふ
他
後
ま
も
な
く

の
小
さ
な
稚
魚
を
大
量
に
放
流
す
る
河

川
放
流
で
は
、
川
の
中
の
餌
に
は
自
ら

限
度
が
あ
り
、
ま
た
、

河
口
敏
で
の
馴

佑
に
よ
る
体
力
消
耗
時
、
外
敵
に
ね
ら

わ
れ
や
す
く
減
耗
も
天
然
ま
か
せ
で
は

大
き
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

3，000万尾
a放流尾数

・海中飼育放iffJ宅数

・漁獲尾数

戸園、

放
2，000 

i
 

I
 

二
、
河
川
放
流
で
は
後
述
す
る
よ
う
に
稚

魚
の
沿
岸
桁
泳
期
聞
が
長
い
た
め
、
食

害
や
、
定
置
網
へ

の
混
獲
等
に
よ
る
減

耗
も
か
な
り
大
き
い
も
の
と
考
え
ら
れ

る。

三
、
ふ
化
場
で
餌
付
け
飼
育
し
て
、

一
ny

の
依
刀
の
あ
る
稚
魚
を
生
産
し
よ
う
と

し
て
も
、
施
設
と
水
量
に
は
限
度
が
あ

り
、
大
量
生
産
が
難
し
い
。

以
上
、
三
つ
の
大
き
な
問
題
を
解
決
す

べ
く
、
海
中
飼
育
が
考
え
出
さ
れ
ま
し
た
。

放
流
量
と
漁
獲
量

青
森
県
に
お
け
る
サ
ケ
の
来
遊
量
を
概

尾

1.000数

陸万尾
2 

奥

t雪

漁

獲

尾

数

戸園、、

52 53 54 55 56 57 58 59 60年級

552-60年度陸奥湾漁獲尾数と放流

S 

図1
F・崎、

観
す
る
と
来
遊
量
は
年
々
上
昇
す
る
傾
向

に
あ
り
、
五
九

・
六

O
年
で
は
約
一

一O
O

万
尾
に
達
し
ま
し
た
。
一

方
、
海
域
別
に

み
る
と
、
陸
奥
湾
で
は
他
三
外
海
践
に
比

べ
来
遊
量
は
必
ず
し
も
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
少
な
い
な
が
ら
陸
奥
湾
の
来
遊

量
は
、
年
々
と
昇
し
、
五
九

・
六

O
年
で

は
二
万
尾
台
の
オ
ー
ダ
ー
に
達
し
て
い
ま

す
。
陸
奥
湾
で
の
放
流
尾
数
は
五
一
-
年
の

二
O
万
尾
台
か
ら
五
八
年
で
は
二
、
0
0

0
万
尾
台
に
上
昇
し
ま
し
た
。
ま
た
、
海

中
飼
育
放
流
尾
数
も
五
三
年
に
実
験
を
始

め
て
以
来
、
数
量
は
増
加
の
傾
向
に
あ
り

Jui1itl，r級漁獲年(~ 年自íJ lj:主流)

T=0.712 

y= O. 00692 X + 1. 997 

-55-59 
56.60 

状況

上L1:9IJ

六
O
年
に
は
六
O
O万
尾
台
に
達
し
て
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
は
政
流
尾
数
の
増
大
に
、

海
中
飼
育
が
役
立
っ
て
い
る
乙
と
を
物
語
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
放
流
尾
数
が
増
加

す
る
に
と
も
な
い
、
陸
奥
湾
の
漁
獲
量
も

増
加
す
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

こ
の
こ
と
を
も
う
少
し
詳
し
く
見
る
た

め
、
陸
奥
湾
(
平
舘

t
脇
野
沢
)
と
佐
井

村
牛
滝
地
区
の
漁
獲
量
J

伊
ニ
応
、
回
帰
し

て
き
た
魚
の
漁
獲
量
と
し
、
乙
の
四
年
以

前
の
放
流
尾
数
(
海
中
飼
育
分
を
含
む
)

と
の
関
係
を
調
べ
て
み
ま
し
た
。
つ
ま
り
、

放
流
か
ら
四
年
後
に
そ
の
主
依
が
回
帰
し

.54-58 

-53-57 

ハ

zhv「、JV
Q
〆臼「、υ

・・

に
1
U

尾

O

万

陸
奥
湾
及
び
周
辺
海
域
の
来
遊
尾
数

(
Y
)

戸ー、

万尾

陸奥湾の放流尾数と陸奥湾及び周辺

海域(牛滝含む)の来遊尾数関係

1.000 

(X) 数

500 

流 尾放

図 2



青森県水産増殖センタ ーだより第39号

て
漁
獲
さ
れ
る
と
仮
定
し
た
訳
で
す
。
両

方
の
数
値
の
関
係
の
深
さ
を
一示
す
の
が
相

関
係
数
と
い
わ
れ
、
両
方
の
数
値
が

一
刻

一
の
対
応
を
し
て
い
れ
ば

一
に
な
り
ま
す
。

一
応
0
・
七
五
程
度
の
相
関
係
数
を
も
て

ば
両
者
は
相
互
に
関
係
が
深
い
と
一言
わ
れ

て
い
ま
す
。
今
回
の
相
関
係
数
を
見
る
と

0
・
七

一
と
な
り
、
か
な
り
相
闘
が
高
い

こ
と
が
判
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
海
中
飼
育
も
含
め
て

サ
ケ
稚
魚
の
政
流
量
を
増
す
こ
と
が
、

回

帰
漁
獲
尾
数
を
婚
す
こ
と
に
つ
な
が
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

放
流
稚
魚
の
湾
内
で
の
ゆ

く
え

サ
ケ
標
識
放
流
魚
の
陸
奥
湾
口
に
至
る

ま
で
の
再
捕
は
五
五
年
級
と
五
六
年
級
の

放
流
分
に
つ
い
て
詳
し
く
観
察
さ
れ
て
い

ま
す
。
茂
浦
海
中
飼
育
群
に
つ
い
て
は
、

両
年
と
も
放
流
後
六

t
一
O
目
前
後
で
湾

口
部
に
達
し
て
い
ま
す
。
野
辺
地
川
河
川

放
流
群
は
政
流
後
有
二

t
六
七
H
固
に
湾

口
部
に
達
し
て
い
ま
す
。

以
上
の
結
果
か

ら
海
中
飼
育
群
は
河
川
放
流
群
に
比
べ
湾

内
滞
泳
期
は
短
く
、
そ
の
分
湾
内
で
の
混

獲
の
危
険
は
少
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
ま
し
た
。

サ
ケ
そ
上
河
川
の
な
い

海
域
で
の
新
資
源
の
創
出

五
五
年
以
前
の
茂
浦
地
先
の
定
置
網
へ

の
サ
ケ
混
盤
状
況
は
、
毎
年

一
O
尾
前
後

3~QÇ;同信言司需言同QÇ;同司言回qÇ同qÇ;同 QÇ;司《言回QÇ;司QÇ;司d彦副

戸画、

戸画、、

で
し
た
。
し
か
し
、
五
六
年
以
降
六
O
Ot

一
、
0
0
0尾
に
達
し
ま
し
た
。
五
六
年

に
回
帰
し
た
サ
ケ
の
年
令
構
成
を
見
る
と

三
才
魚
が
九
五
%
を
占
め
ま
し
た
。

こ
れ

は
五
三
年
級
群
を
茂
浦
地
先
で
甑
中
飼
育

実
験
を
し
、
稚
魚
約

一
九
O
万
尾

(無
標

識
)
を
五
四
年
五
月
に
放
流
し
た
た
め
と

考
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後、

標
識
魚
も

含
め
て
茂
浦
で
は
か
な
り
の
数
が
混
獲
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
茂
浦
で
の
実
験
例
は
、
サ
ケ
そ
上

河
川
の
な
い
地
域
で
も
、
大
量
に
海
中

飼
育
欣
流
す
る
こ
と
で
、
サ
ケ
の
回
帰
資

棋
を
創
出
で
き
る
司
能
性
を
示
し
て
い
ま

す
。お

わ

り

に

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
海
中
飼
育

放
流
は
、
サ
ケ
の
資
源
増
大
に
と
っ
て
垣

市
宮
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
乙
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
今
後
も
、
海
中
飼
育
成
流
も

加
え
た
サ
ケ
稚
魚
版
流
事
業
を
推
進
し
て

ゆ
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。今

後
さ
ら
に
、

こ
の
事
業
を
発
展
さ
せ

る
た
め
に
は
標
識
魚
の
凶
帰
実
践
を
把
握

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
標
識
魚
の
再
捕

発
見
に
は
、
サ
ケ
漁
業
に
た
ず
さ
わ
る
皆

僚
の
一

層
の
関
心
と
ご
協
力
が
必
要
で
あ

る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

戸『、

戸ー、、

ト
ゲ
ク
リ
ガ
二

増
殖
試
験
に
つ
い
て

昭
和
六
一
年
度
の
新
規
事
業
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
た
本
試
験
も
、

一
年
を
過
ぎ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

ト
ゲ
ク
リ
ガ
二
の
調
査
計
画
に
つ
い
て

は
、
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
第
三
六
号
で
紹
介

し
て
お
り
ま
す
。
今
凶
は
、
六

一
年
度
に

実
施
し
た
調
査
か
ら
得
ら
れ
た
若
干
の
知

見
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

生

態

調

査

一
、
浮
遊
生
活
期
の
分
布
調
査

本
種
の
浮
遊
生
活
期

(
ゾ
エ
ア

・
メ

ガ
ロ
|
パ
期
)
の
既
往
報
告
は
少
な
く
、

陸
奥
湾
内
で
の
浮
遊
幼
生
期
の
知
見
は

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
乙
で
、
四
月
か
ら
六
月
に
か
け
て

蟹
田

・
小
湊
・
野
辺
地

・
川
内
の
各
神

合
で
、
口
径

一
・
三
メ
ー
ト
ル
の
稚
魚

ネ
ッ
ト
を
用
い
て
斜
め
曳
き
を
行
な
い

本
積
幼
生
の
出
現
状
況
を
詞
べ
ま
し
た
。

調
査
結
果
は、

表
1
に
一示
す
と
お
り

ゾ
エ
ア
幼
生
は
、
小
湊
地
区
の
四
月
二

四
日
の
採
集
で
四
尾
で
す
が
採
集
さ
れ

ま
し
た
。
メ
ガ
ロ

l
パ
幼
生
は
、
川
内

を
除
く
三
地
区
で
四
月
の
中
旬
か
ら
五 魚

類
部
技
師

土
口

田

秀

雄

月
に
か
け
て
出
現
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
ζ
の
時
期
に
む
つ
時間

で
浮
遊
幼
生
が
分
布
し
て
い
る
乙
と
が

確
め
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、

乙
の
浮
遊
幼
生
は
、
後
述

の
天
然
採
苗
試
験
結
果
か
ら
、
四
月
よ

り
早
い
時
期
に
出
現
す
る
も
の
と
思
わ

れ、

今
後
は
調
査
期
聞
を
拡
大
す
る
と

と
も
に
、
採
集
方
法
を
検
討
し
て
遊
泳

層
及
び
分
布
皇
の
把
握
に
努
め
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

二
、
天
然
採
苗
試
験

種
苗
を
利
用
し
て
資
源
増
大
を
図
る

方
法
は
、
次
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。
一

つ
は
、
ホ
タ
テ
・
ブ
リ
等
の
よ
う
に
天

然
種
苗
を
と
る
方
法
。
も
う

一
つ
は、

ア
ワ
ビ

・
ヒ
ラ
メ
等
の
よ
う
に
人
工
的

に
親
か
ら
採
苗
す
る
方
法
で
す。

湾
内
漁
業
者
か
ら
、
ホ
タ
テ
採
箇
器

に
稚
ガ
ニ
が
た
く
さ
ん
入
る
と
い
う
情

報
が
あ
り
、

天
然
採
苗
の
可
能
性
が
あ

る
も
の
と
思
わ
れ
詰
験
を
実
施
し
ま
し

た
。
採
苗
方
法
は
、
ホ
タ
テ
採
箇
器
と

同
じ
も
の
及
び
丸
カ
ゴ
へ

マ
ス
網
を
入

むつ湾内における トゲクリカ守二浮遊幼生出現状況

ふれ S t 1 (蟹田) S t 2 (小湊) S t 3 (野辺地) S t 4 ()II内)

ゾ エ ア 期 :メ ガローパ期 ゾ エア 期:メガロ 」パ期 グエ 7 期 :メガロ 』パ期 ゾ エ 7 期:メガロ』パ期

61. 4. 15 。 。 4 。 4 。: 。
4. 24 。 4 4 。 。
5. 1 。 。 。 1 。 3 。 。
5. 13 。 。 。 。 。 。 。 。
5. 23 。 2 。 。 。 。 。 。
6. 4 。 。 。 。 。 。 。 。
6. 19 。 。 。 。 。 。 。 。

表I
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れ
た
も
の
を
、
蟹
田

・
小
湊
・
野
辺
地

・

川
内
の
各
地
先
の
ホ
タ
テ
用
施
設
に
吊

り
下
げ
付
着
状
況
を
調
査
し
ま
し
た
。

試
験
結
果
を
表
2
に
一示
し
ま
し
た
。

ご
ら
ん
の
と
お
り
採
笛
さ
れ
た
稚
ガ
ニ

は、

三

t
四
尾
と
非
常
に
少
な
い
状
況

で
し
た
。

し
か
し
、
乙
の
四
地
区
の
ほ
か
、

当

セ
ン
タ
ー
地
先
筏
に
予
備
試
験
的
に
吊

り
下
げ
た
採
苗
器
へ
は
計
一
八
六
個
依

(
一
袋
あ
た
り
最
高
二
三
個
俸

・
平
均

一
一
一
個
体
)
の
付
着
量
を
示
し
ま
し
た
。

何
故
、
乙
れ
だ
け
の
差
が
生
じ
た
か

を
考
え
ま
す
と
、
次
の
事
が
い
え
る
と

思
い
ま
す
。
第

一
に
、
採
苗
器
の
設
置

時
期
の
違
い
で
す
。
セ
ン
タ
ー
地
先
は
、

二
月
二
五
日
設
置
し
ま
し
た
が
、

試
験

地
区
へ
は
、
四
月
中

・
下
旬
と
約

一
ヶ

月
半
の
聞
き
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
、
採
苗
基
質

(
マ
ス
網
)
へ
餌
斜
と

な
る
生
物
が
付
着
し
て
い
な
い
た
め
か
、

あ
る
い
は
、
メ
ガ
ロ

l
パ
幼
生
の
出
現

ピ
l
ク
が
四
月
中

・
旬
よ
り
早
い
の
で

は
な
い
か
等
が
原
因
と
し
て
考
え
ら
れ

ま
す
。
第
二
に
、
採
苗
器
の
設
置
水
探

の
違
い
で
す
。
セ
ン
タ
ー
地
先
は
水
深

六
メ
ー
ト
ル
前
後
で
す
が
、

試
験
区
は

水
深

一
五

t
三
0
メ
ー
ト
ル
前
後
で
す
。

乙
の
乙
と
か
ら
メ
ガ
ロ

l
パ
幼
生
の
分

布
密
度
が
沿
岸
に
片
寄
っ
て
い
る
の
で

青森県水産増殖センタ ーだより第39号

は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

昭
和
六
二
年
度
は
、
こ
れ
ら
の
点
を

考
慮
し
た
う
え
、
引
き
続
き
天
然
採
苗

の
可
能
性
宇
伊
追
求
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

三
、
抱
卵
雌
ガ

ニ
の
採
集
状
況

カ
ニ
類
に
限
ら
ず
、
資
源
保
護
を
図

る
う
え
で
生
態
を
把
握
す
る
乙
と
は
重

要
な
乙
と
で
す
。
特
に
次
代
を
に
な
う

抱
卵
ガ
ニ
に
つ
い
て
は
、
こ
と
さ
ら
大

切
な
こ
と
で
す
。

陸
奥
湾
内
で
の
、
抱
卵
ガ
ニ
の
採
捕

事
例
は
数
少
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ

ろ
、
十
二

t
二
月
に
か
け
川
内
で
一
個

体
、
僻
盟
国
で
四
個
俸
の
計
五
個
依
だ
け

で
す
。
蟹
田
周
辺
で
採
捕
さ
れ
た
抱
卵

ガ
ニ
は
、
い
ず
れ
も
水
深
の
浅
い
潔
場

及
び
小
砂
利
場
で
採
捕
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
こ
と
は
、
日
本
栽
培
漁
業
協

会
・
宮
古
事
業
場
が
行
っ
た
抱
卵
ガ
ニ

の
採
集
結
果
と
ほ
ぼ
同
僚
な
結
巣
と
な
っ

て
お
り
、
こ
の
期
の
カ
ニ
は
、
極
沿
岸

践
に
分
布
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

飼

育

試

験

一
、
餌
別
別
飼
育
試
験

湾
内
で
水
揚
げ
さ
れ
る
カ

ニ
は
、
身

入
り
の
良
い
カ

ニ
と
窓
い
カ

ニ
の
二
つ

に
分
け
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
、
身

人
り
の
悪
い
カ

ニ
(
ミ
ズ
ガ

一一)
を
畜

養
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
身
入
り
を
よ
く

---
戸、

し
よ
う
と
す
る
試
み
が
、
湾
内
漁
協
の

研
究
会
に
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
ミ
ズ
ガ
ニ
資
源
の
有
効

利
用
も
漁
業
者
の
大
き
な
関
心
事
に
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
畜
養
(
中
間
育
成
)
時
の
餌
と

し
て
何
が
良
い
か
と
い
う
こ
と
か
ら
、

現
在
、
継
続
中
の
餌
斜
別
飼
育
試
験
の

経
過
に
つ
い
て
述
べ
ま
す
。

試
験
に
使
用
し
た
カ

ニ
は
、
昭
和
六

一
年
七
月
、
蟹
団
地
先
で
パ
ー
ル
ネ
ッ

ト
に
付
着
し
採
苗
さ
れ
た
稔
ガ
ニ
を
用

い
ま
し
た
。

試
験
方
法
は
、
魚
肉
区
は
、
オ
オ
ナ

ゴ
・
サ
パ

・
イ
ワ
シ
等
の
魚
類
の
み
を
、

オ
キ
ア
ミ
区
は
、
オ
キ
ア
ミ
の
み
を
、

混
合
区
は
、
魚
類

・
オ
キ
ア
ミ

・
貝
類

・

海
草
類
を
餌
と
し
て
与
え
ま
し
た
。

二
月
二
六
日
現
在
の
結
果
の
表

3
に

一示
し
ま
し
た
。
生
残
率
で
み
ま
す
と
、

混
合

・
オ
キ
ア
ミ

・
魚
肉
の
順
で
歩
留

り
が
良
く
、
ま
た
、
成
長
で
み
た
場
合
、

混
合

・
魚
肉

・
オ
キ
ア
ミ
の
順
で
良
い

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

以
上
の
結
果
か
ら
、
カ

ニ
を
飼
育
す

る
場
合
、
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
餌
を
与

え
る
こ
と
が
歩
留
り
を
高
め
、
成
長
を

促
進
す
る
上
で
大
切
な
乙
と
だ
と
い
う

こ
と
が
判
り
ま
す
。

/'・h

トゲクリガニ天然採苗試験結果

試 験 地 区 蟹 回 海 野 辺 I也 111 内 セ J タ一両J I中

はたて酬の Lへ九け| 同 ぷ | 同 左 同 左 セノタ 地 先 筏 へ 品 Fげ

}j 法 }瓦 ひ 1不ギ袋 Eネギ 袋強J) 1 (王手ギ袋 3~) I (~ ネ ギ 袋 30 ( Fネギ袋 IS)
)Lカ コ ti' 'Jt カ コ，) I 丸 カ コ 3 メL カ コ 3)

期 |出 4/1b - ï / ~.. 4 /~.>-7 / 抑 4 / . 4- i / 21 4 /21-i /28 2/2S - 7/ 9 
の し の 本探 7 m !!')m 'l 引Um I ¥.')m 

設 宜1 水 探

30m ! 

表 1¥1 【-7η1

海氏までの水深 15-:却 mI " :~Um " " 3lJm 

結 果

第 lloHNr調2(ふ:) 九/知 ろ/ 出 日/'2i ，'j /2:{ 

11 () 11 11 

1 ) 山吟(~:) b /26 6/30 計 /:!:i 

υ 11 

1I1)I"J 

収(LP 7/24 7/30 7/14 7/どが 7/><・9

3 1(27) " ミ 1州(州12内)
最尚 2J/袋

権中 1ガ111 調ニ 官サ 時イ のス'.(m.) 

全中巾 13.00 5/31一部測定 (n=15) 
約 7bt1.43 

甲長 10.80 7 .03-r 1.13 

全甲 rlJ 22.40士。 今 20.87+2.44 " 15.60十1.6¥1 " 24坊主1.81 ( n二 20)
凶収時の稚ガニサイズ (mm) 16.73土3.67

申 長 17.07ctO臼 か 1 5 .40 ct ~ 加 4シ 12.00土l伺 " 17 ，Ol):!: 1.35 IJ.25::tO.02 

表 2

戸園、、

※ 哨間付泊調査は、採筒器←連(10袋)をとり上げて調査した。
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未成体ガ、ニの餌料別飼育試験

よれ
61年12月 2日開始 62年 2月26日現在 生残 飼育水温

尾 数
全甲 巾 :甲 長

生残率 甲長成長率
全甲 市 :甲 長 尾 数 範囲

震調1l11li 尾 1l11li: 1臨 尾 号も 予五 。C

魚 肉 35.68士4.26: 27.37:1:3.38 10 42.12土9.63・33.02士7.72 5 50 121 4-9 

オキア ミ 36.99:1:2.27: 28.86:1:2.11 10 39.26士5.51;30.80:1:4.68 8 80 107 ル

混 iロ込 34.61:1:4.40: 26.27:1:4.81 10 41.62:1:8.17: 32.28土6.70 9 90 122 。」

表3

戸画、、

~、、

二
、
サ
イ
ズ
別
摂
餌
率
試
験

カ
ニ
の
中
間
育
成
の
際
、
飼
育
量
に

対
し
て
ど
れ
く
ら
い
の
餌
を
与
え
た
ら

良
い
の
か
目
安
を
得
る
た
め
に
サ
イ
ズ

別
損
餌
率
試
験
を
行
な
い
ま
し
た
。

サイズ別摂餌率試験

7ト
供試 カ ※ 1日当餌たり の

摂 率 飼 育 水 温
試験期間 合計電 量 投餌魚種 Il!餌民

(宇主)尾数甲 長 範 凶
(a) (b) 

尾 mm fl F 予骨 ωC 

/ト 62. 1. 19-
7 32.36上7.22 117.5 オオ ナゴ 12 5.1 :1-4 62. 1. 21 

中 & 5 62.48，，6.43 557.5 オ オ ナゴ 53 4.8 3 -4 
62. 2. 13- 2 87.10土1.90 637.0 オオナコ' 43 3.49|| 平均 4-日

大 62...2‘H 
一一一 圃

62. 2. 14-
& " & サ ，、 2411.91 2.7 乃-562. 2. 16 

表 4

戸画、

※餌E吸水虫を補正した値。

試
験
方
法
は
、
供
試
ガ
ニ
が
飼
育
環

境
に
馴
れ
た
後
、
魚
肉
の
切
身
を
与
え
、

数
日
後
残
餌
を
と
り
、
こ
れ
を
計
量
し

ま
し
た
。
こ
の
時
、
切
身
が
水
を
吸
水

す
る
度
合
を
測
定
す
る
た
め
、
切
身
亭
一

飼
育
水
に
浸
潰
し
、
そ
の
吸
水
率
を
求

め
摂
餌
率
を
補
正
し
ま
し
た
。

試
験
結
果
を
表
4
に
一示
し
ま
し
た
。

小
さ
い
カ
ニ
ほ
ど
摂
餌
率
は
高
く
な
る

傾
向
が
み
ら
れ
、
サ
イ
ズ
別
の

一
日
あ

た
り
の
摂
餌
率
は
、
甲
長
三
0
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
前
後
で
は
体
重
の
五

・
一
%
、
同

六
0
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
前
後
四

・
八

%
、

同
九
0
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
前
後
二

・
七

%

で
し
た。

乙
の
得
ら
れ
た
値
は
、
飼
育
水
温
・

餌
制

・
飼
育
環
境

・
収
容
密
度
等
で
変

佑
す
る
も
の
と
思
い
ま
す
が
、

給
餌
す

る
う
え
で

一
つ
の
目
安
に
な
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

お

わ

り

に

こ
の
試
験
は
、
昭
和
六

一
年
度
よ
り
開

始
し
た
ば
か
り
で
、
ト
グ
ク
ソ
ガ
ニ
の
生

態
の
ほ
ん
の
一
部
し
か
と
ら
え
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
。
来
年
度
は
、
今
年
得
ら
れ
た
結

果
を
基
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
調
査
を
充
実
さ

せ
て
試
験
計
画
を
組
み
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
漁
業
者
お
よ
び
関
係
者
の

方
々
に
は
、

一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

~ 冬
場
の
仔
魚
の
餌
づ
く
り

(
低
温
性
餌
料
開
発
試
験
)

魚
類
部
主
任
研
究
員

魚
類
部
で
は
、
湾
内
に
冬
場
に
産
卵
回

帰
す
る
マ
ダ
ラ
の
種
苗
生
産
試
験
を
有
、

六
年
も
前
か
ら
続
け
て
い
ま
す
。

と
と
ろ

が
種
苗
生
産
期
が

一
t
四
月
と
厳
寒
期
に

当
た
る
た
め
、
マ
ダ
イ

・
ク
ロ
ダ
イ
・
ク

ル
マ
エ
ビ
と
い

っ
た
初
夏
に
産
卵
す
る
も

の
と
違
い
、

こ
れ
ら
の
仔
魚
に
与
え
る
毎

日
の
餌
づ
く
り
が
大
変
で
す
。
と
い
い
ま

す
の
は
、
現
在
縫
立
さ
れ
た
魚
類
の
種
苗

生
産
技
術
は
日
本
の
南
部
地
域
で
マ
ダ
イ
・

ク
ロ
ダ
イ
な
ど
を
対
象
に
し
て
開
発
さ
れ

た
も
の
で
、
い
わ
ば
南
国
版
と
い
え
る
訳

で
す
。
従
っ
て
、
魚
の
子
供

(
仔
魚
)
に

写
え
る
初
期
餌
判
明
生
物

ヘ
ワ
ム
シ
)
の
培

養
も
高
い
温
度
を
か
け
て
や
ら
ね
ば
う
ま

く
増
え
て
く
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
夏
阻
別
で
あ
れ
ば
屋
外
の
地
養
池

で
培
養
で
き
る
海
産
ク
ロ
レ
ラ
も
、
冬
場

は
室
内
の
加
湿
で
き
る
限
ら
れ
た
水
槽
で
、

圧
倒
的
に
足
り
な
い
太
陽
光
線
を
補
う
た

め

一
基

一
附
の
ハ
ロ
ゲ
ン
ラ
ン
プ
を
二
四

時
間
照
射
し
て
苦
労
し
て
培
養
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
乙
の
ク
ロ
レ
ラ
を
餌
剃

藻
と
し
て
培
養
し
た
ワ
ム
シ
も
、
マ
ダ
一フ

士孟

士百

優

の
飼
育
水
温
が
六

t
八
度
と
低
い
た
め
、

ど
く
短
時
間
に
活
力
を
失
い
死
ん
で
し
ま

い
ま
す
。

こ
ん
な
乙
と
か
ら
、
早
く
か
ら
冬
場
の

低
水
温
、
低
日
照
で
も
充
分
に
増
殖
し
、

か
つ
魚
類
の
要
求
す
る
必
須
栄
養
素

(主

に
あ
る
種
の
脂
肪
酸
)
を
豊
富
に
も
つ
微

細
藻
類
と
、
ζ

れ
を
餌
に
し
て
増
殖
す
る

シ
オ
ミ
ズ
ツ
ボ
ワ
ム
シ
に
代
替
可
能
な
微

小
動
物
の
保
索
と
そ
の
箔
養
法
の
確
立
が

望
ま
れ
て
い
た
の
で
す
。
こ
う
い
う
も
の

が
で
き
な
け
れ
ば
、

冬
場
の
大
量
種
苗
生

産
は
不
可
能
と
い
え
る
訳
で
す。

天
然
の
餌
料
生
物

生
命
の
故
郷
で
あ
る
海
に
は
、
眼
に
見

え
な
い
微
小
な
生
物
が
無
数
と
い
え
る
程

に
浮
か
び
探
っ

て
い
ま
す
。
太
陽
光
線
を

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
海
中
の
無
機
物
か

ら
有
機
物
を
造
り
出
す
藻
類
と
呼
ば
れ
る

も
の
や
、
こ
れ
を
餌
と
し
て
育
つ
従
属
栄

養
の
動
物
達
で
す。

明
る
く
晴
れ
た
夏
の
海
に
は
、
強
い
太

陽
光
線
の
も
と
に
、
水
温
も
高
く
、
緑
色

の
藻
類
遠
の
狼
壇
場
と
な
っ
て
、
水
の
流
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れ
が
少
し
滞
る
よ
う
な
船
溜
り
な
ど
で
は
、

水
が
少
し
緑
っ
ぽ
く
色
づ
い
て
み
え
る
筈

で
す
。
浅
い
波
打
際
な
ど
で
は
緑
色
の
ア

オ
サ
な
ど
が
目
立
つ
で
し
ょ
う
。

一方
、
冬
の
海
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
?
。

連
日
の
北
西
の
風
と
こ
れ
に
と
も
な
う
降

雪
と
曇
天
で
、
暗
く
厳
し
い
荒
模
様
が
続

き
ま
す
。
時
た
ま
の
晴
れ
の
日
に
海
岸
を

歩
く
と
、
緑
の
海
藻
は
全
く
見
当
り
ま
せ

ん
。
替
っ
て
、
岩
肌
は
褐
色
の
ジ
ュ

l
タ

ン
と
な
り
、
外
海
で
あ
れ
ば
真
黒
に
な
る

ほ
ど
若
生
い
コ
ン
ブ
が
お
い
繁
っ
て
い
る

乙
と
で
し
ょ
う
。
浅
い
岩
場
で
は
少
し
明

る
い
褐
色
の
ワ
カ
メ
や
、
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
類

も
み
え
る
乙
と
で
し
ょ
う
。

一方
、
海
水
中
を
浮
遊
す
る
プ
ラ
ン
ク

ト
ン
の
世
界
で
は
、
褐
色
に
光
る
珪
藻
類

が
冬
か
ら
春
に
か
け
て
年
中
で
霞
も
数
多

く
出
現
し
て
き
ま
す
。
そ
し
て
、
乙
れ
ら

は
、
エ
ビ
を
ず
っ
と
小
さ
く
し
た
よ
う
な

形
の
構
脚
類
(
コ
ベ
ポ
l
ダ
)
の
主
要
な

餌
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。
乙
の
コ
ベ
ポ
1

ダ
乙
そ
は
、
天
然
で
の
魚
類
仔
稚
魚
の

餌
判
明
の
九
割
以
上
を
占
め
る
巌
も
重
要

な
生
物
な
の
で
す
。
コ
ベ
ポ

i
ダ
と
い

う
の
は
寒
海
性
と
陸
海
性
種
が
あ
り
、
年

中
そ
の
姿
が
絶
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
特
に
冬
か
ら
春
な
い
し
初
夏
に
か
け

て
、
寒
海
性
の
も
の
が
大
発
生
す
る
乙
と

が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
乙
れ
ら
が
数
多
く
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の
魚
類
の
仔

・
稚
魚
を
育
て
る
食
糧
源
と

な
る
訳
で
す
。

ま
た
、
コ
ペ
ポ
I
ダ
と
い
う
の
は
、
卵

か
ら
瞬
他
し
た
直
後
の
ノ

l
プ
リ
ワ
ス
幼

生
で

一の

)O
μ前
後
と
小
さ
く
、
脱
皮
を

重
ね
る
毎
に
不
連
続
的
に
大
き
さ
を
増
し
、

成
体
で

一
t
二
棚
前
後
の
も
の
が
多
い
た

め
、
ほ
と
ん
ど
の
魚
の
仔

・
稚
魚
の
口
に

合
い
ま
す
し
、
ま
た
、
蛋
白
質
も
、
必
須

脂
肪
酸
も
多
量
に
含
ま
れ
て
お
り
、
全
く

良
質
な
栄
養
を
詰
め
込
ん
だ
カ
プ
セ
ル
の

よ
う
な
も
の
で
す
。

そ
れ
で
は
、
乙
の
コ
ベ
ポ

1
ダ
を
倍
養

す
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
か
?
と
な
る
訳

で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
培
養
は
で
き

な
い
訳
は
な
い
の
で
す
が
、
あ
ま
り
に
も

増
殖
速
度
が
遅
す
ぎ
、
ま
た
、
増
殖
密
度

も
薄
い
の
で
毎
日
、
大
量
に
餌
生
物
を
消

費
す
る
種
苗
生
産
の
主
餌
制
と
し
て
は
難

し
い
面
を
も
っ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、

コ
ベ
ポ
l
ダ
は
卵
か
ら
野
伯
し
た
ノ
1

プ

リ
ワ
ス
幼
生
が
成
俸
に
な
る
ま
で
に
要
す

る
時
聞
は
種
に
よ
っ
て
、
ま
た
、
水
温
に

よ
っ
て
違
っ
て
き
ま
す
が
、
お
よ
そ

一
t

二
ヶ
月
も
か
か
る
と
さ
れ
て
お
り
、
ワ
ム

シ
の
数
日
の
世
代
交
替
と
比
較
す
る
と
段

違
い
に
遅
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。そ

こ
で
、
我
々
は
、
コ

ベ
ポ
l
ダ
の
替

り
に
、
増
殖
速
度
が
著
し
く
速
い
ワ
ム
シ

，，-、

〆圃旬、

と
い
う
も
の
を
便
宜
上
使
っ
て
い
る
の
で

す
。
天
然
の
仔

・
稚
魚
は
ワ
ム
シ
な
ど
、

そ
れ
こ
そ
見
た
乙
と
も
聞
い
た
と
と
も
な

い
筈
で
す
。

海
産
ク
ロ
レ
ラ
の

代
替
藻

・
珪
藻
?

コ
ベ
ポ
l
ダ
の
倍
養
は
合
わ
な
い
と
し

て
、
そ
の
餌
と
な
っ
て
い
る
珪
藻
類
は
冬

か
ら
春
に
か
け
て
の
出
較
的
水
温
の
低
い

海
で
も
育
つ
と
い
う
話
を
し
ま
し
た
。
乙

の
珪
藻
の
仲
間
で
ワ
ム
シ
の
餌
と
な
り
得

る
も
の
は
な
い
か
?
し
か
も
魚
類
の
要
求

す
る
栄
養
を
タ
ッ
プ
ソ
含
ん
だ
も
の
は
な

い
か
?
さ
ら
に
、
海
産
ク
ロ
レ
ラ
並
み
に

栄
養
要
求
が
単
純
で
高
価
な
ビ
タ
ミ
ン
添

加
な
ど
を
せ
ず
に
大
量
熔
養
が
容
易
な
種

は
な
い
か
?

目
下
、
冬
の
海
に
育
つ
珪
藻
に
目
を
つ

け
て
、
試
行
錯
誤
の
苦
し
い
道
を
進
ん
で

み
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

幸
い
、
シ
オ
ミ
ズ
ツ
ボ
ワ
ム
シ
の
う
ち

L
型
と
さ
れ
る
大
型
に
な
る
ワ
ム
シ
は
低

温
馴
致
に
よ
り
十
三
度
で
も
四
日
で
倍
に

増
え
る
ま
で
に
馴
致
が
進
み
ま
し
た
の
で
、

乙
れ
を
栄
養
タ
ッ
プ
リ
の
ワ
ム
シ
に
育
て

ら
れ
る
冬
場
の
餌
斜
藻
さ
え
開
発
さ
れ
れ

ば
目
的
の
半
分
以
L
L
は
達
せ
ら
れ
る
乙
と

に
な
り
ま
す
。

L
型
ワ
ム
シ
は
体
が
二
O
O
t
四
0
0

μ
と
S
型
ワ
ム
シ
(
一の

σ土
行
む
と

戸画、、

に
比
べ
て
国
体
が
デ
カ
イ
た
め
、
消
費
す

る
餌
斜
も
量
的
に
多
い
乙
と
か
ら
、
ク
ロ

レ
ラ
(
二
t
四

μ
)
に
比
べ
て
は
る
か
に

大
型
の
テ
ト
ラ
セ
ル
ミ
ス
(
一
O
μ前
後
)

や
珪
藻
の
一
種
で
あ
る
フ
ァ
エ
オ
(
針
状

体
で
二
O
μ前
後
)
を
使
う
乙
と
に
よ
り
、

冬
場
で
も
う
ま
く
増
や
す
こ
と
が
で
き
る

こ
と
が
判

っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
も
、
乙

れ
も
、
乙
の
ワ
ム
シ
が
大
き
さ
三
O
μ以

下
の
微
小
藻
で
あ
れ
ば
、
何
で
も
ガ
ツ
ガ

ツ
と
摂
餌
し
て
く
れ
る
と
い
う
有
難
い
習

性
を
も
っ
て
い
た
お
陰
な
の
で
す
。
フ
ァ

エ
オ
は
残
念
な
が
ら
低
温
性
と
ま
で
は
い

か
な
い
よ
う
で
、
水
温

O
t
五
度
で
は
う

ま
く
増
殖
し
な
い
よ
う
で
す
。
従
っ
て
、

是
非
と
も
珪
藻
の
ニ
ュ
ー
フ
ェ
ー
ス
を
探

索
し
た
い
と
考
え
て
い
る
次
第
で
す
。

一監/

品
時

一島
倫
耕

輔
制

B
F
¥
齢制

畠
昌
国
冒
閏
間
ひ

~ 

図 餌料生物の形態
A.海産クロレラ ;B.テ トラセノレミス ;C 珪藻類(羽状目) ; D.ツボワ
ムシ類;E~G . 冬季出現する代表的コペポー夕、類 (E. ケン ト ロ パゲス ，
F. シヰ二ードカラヌス;G.アカ/レチア)


